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かすや

議会だより

キャラクターは、かすカモに決定！！  詳細は裏表紙を
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優秀賞　今門  あずささん

HANAちゃん

最優秀賞
粕屋中学校  3年 樋口  望子さん

かすカモ



　
４
月
25
日
に
南
里
水
路（
農
業
用
水
路
）の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
矢
板
が
一
部
倒
壊
し
ま
し
た
。
緊
急
に
大
型

土
の
う
を
設
置
し
、
仮
復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、

本
復
旧
工
事
に
向
け
て
、
設
計
業
務
委
託
す
る
た
め
の

補
正
予
算
で
す
。

　
建
設
さ
れ
て
40
年
程
経
過
し
て
お
り
、
水
路
全
体
の

補
修
計
画
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

補正予算審議

一般会計
補 正 額 　 　 　  3 億1 , 1 0 6 万 円

総 　 額 　 13 9 億4 , 2 0 6 万 円

　
か
す
や
ド
ー
ム
内
の
消
火
設
備
の
老
朽
化
に
よ
り
誤

作
動
が
発
生
し
、
多
く
の
部
分
が
故
障
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ポ
ン
プ
は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
、
サ
ブ
ポ
ン
プ
は

取
替
、
そ
の
他
ポ
ン
プ
バ
ル
ブ
な
ど
故
障
し
て
い
る
部

品
を
取
り
替
え
る
も
の
で
す
。

　
総
合
体
育
館
用
に
制
作
さ
れ
た
特
注
品
。（
既
製
品

の
大
き
さ
が
３
倍
ほ
ど
の
大
き
さ
と
な
り
、
ポ
ン
プ
室

に
格
納
で
き
な
い
た
め
、
特
注
で
制
作
さ
れ
た
も
の
を

設
置
し
て
い
ま
す
。）

　

工
事
は
年
内

に
完
了
の
予
定

で
す
。

　

そ
の
間
、
簡

易
消
火
器
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

か
す
や
ド
ー
ム
消
防
消
火
設
備

ポ
ン
プ
等
修
繕
工
事
費

�

１
，
１
６
０
万
円

メインポンプ写真

倒壊した南里水路

南
里
水
路
護
岸
改
修
設
計
業
務

委
託
料�

２
０
０
万
円

6月定例会は1日から14日までの
14日間の会期で開かれました。
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施
設
整
備
費
補
助
金
２
億
５
，６
４
０
万
円

�
（
国
２
／
３
、
町
１
／
12
）

　
平
成
31
年
４
月
、

粕
屋
町
の
西
部
地

区
に
認
可
保
育
所

を
開
園
す
る
予
定

で
す
。

特
定
地
域
型
保
育
委
託
料

�

２
，５
５
２
万
円

　
平
成
30
年
3
月
、
青
洲
会
病
院
敷
地

内
に
、
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
保
育
園
が
地
域

型
事
業
所
内
保
育
と
し
て
申
請
が
あ
り
、

4
月
か
ら
開
園
さ
れ
ま
し
た
。

　
朝
日
1
団
地
50
号
棟
で
雨
漏
り
が
発

生
し
た
た
め
、
当
初
予
算
で
緊
急
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
団
地
の
３
棟（
10
・
20
・
30
号
棟
）に

つ
い
て
も
、
以
前
同
時
期
に
補
修
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
今
回
工
事
を
行
な
う
も
の
で

す
。

ブルースター保育園 西部地区建設地予定地周辺

町営住宅朝日1団地

私
立
、
町
外
保
育
施
設
等

運
営
事
業
費

�
合
計 

２
億
８
，１
９
２
万
円

朝
日
1
団
地

屋
上
防
水
改
修
工
事
費

�

７
８
０
万
円

反
対

　
　

福
永
　
善
之

　

反
対
の
理
由
は
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
の
視
察
費
用
に
必
然
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
か

ら
で
す
。

　

町
は
、
近
い
将
来
、
多
く
の
公
共
施
設
・
町
道
・

橋
梁
・
上
下
水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修
と

維
持
管
理
の
費
用
に
多
額
の
税
金
が
必
要
で
す
。

　

職
員
だ
け
で
な
く
、
議
会
も
今
ま
で
慣
例
的
に

つ
い
て
い
た
予
算
の
見
直
し
が
必
然
的
で
あ
り
、

財
源
に
対
す
る
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

賛
成

　
　

本
田
　
芳
枝

　

6
月
議
会
に
は
、
過
去
に
お
い
て
は
1
つ
の

事
業
の
み
、
あ
る
い
は
補
正
な
し
が
通
常
だ
っ

た
の
で
、
今
回
の
よ
う
に
、
い
く
つ
も
の
部
門
で

の
補
正
案
計
上
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

を
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。
が
、

い
ず
れ
も
緊
急
性
の
あ
る
も
の
ば
か
り
と
い
う

こ
と
で
納
得
し
ま
し
た
。
た
だ
、
老
朽
化
に
よ

る
突
発
性
の
あ
る
も
の
は
今
後
も
予
測
さ
れ
ま

す
。
公
共
施
設
整
備
基
金
の
活
用
に
よ
る
施
策

展
開
が
急
務
で
す
。

補
正
予
算
に
関
す
る
討
論

定例会ピックアップ

10号棟

20号棟

30号棟
50号棟
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委員会レポート
総
務
常
任
委
員
会

粕
屋
西
小
学
校
プ
ー
ル
移
設
工
事

　
福
岡
東
環
状
線
延
伸
工
事
に
関
連
し
て
、

プ
ー
ル
の
移
設
が
必
要
と
な
り
、『
１
億
７
，

９
０
０
万
円
』の
物
件
移
転
補
償
金（
予
定

額
）を
充
当
し
て
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
契
約
方
法　
指
名
競
争
入
札

●
契
約
の
金
額

　
１
億
８
，４
６
８
万
円

●
契
約
の
相
手
方　
香
椎
・
青
木

　
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

●
工
期　

�

平
成
30
年
6
月
15
日
〜

　
　
　
　
平
成
31
年
2
月
28
日

交
通
対
策
及
び
九
州
大
学
農
場
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

阿
恵
遺
跡
の
国
史
跡
指
定
に
係
る
文
化
庁
協
議
が

平
成
30
年
３
月
28
日（
水
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
福
岡
東
環
状
線
路
線
計
画
に
関
す
る
文
化
庁
の
見
解

　

�　
粕
屋
町
に
お
け
る
地
元
説
明
会
で
の
住
民
の
意
向
、
阿
恵
遺
跡
調
査
指
導
委
員
会
の
審
議
経
過

な
ど
を
踏
ま
え
、
協
議
経
緯
の
説
明
を
文
化
庁
へ
報
告
し
、
協
議
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

�　
文
化
庁
文
化
財
調
査
官
か
ら
は
、「
文
化
庁
と
し
て
も
、
路
線
変
更
を
行
わ
ず
に
、
盛
土
措
置

に
て
保
存
対
策
を
講
じ
る
工
法
案
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
、
や
む
を
得
な
い
と
判
断
す
る
。」と

の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
た
だ
し
、
以
下
の
項
目
を
必
要
条
件
と
し
て
付
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
付
帯
条
件
〕

　
　
①�　
今
回
の
道
路
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
前
提
で
あ
り
、
長
期
的（
数
世

代
先
な
ど
）な
観
点
に
お
い
て
、
将
来
、
道
路
を
付
け
替
え
る
際
に
は
、
道
路
下
に
保
護
し

て
い
た
部
分
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
史
跡
整
備
を
行
う
際
の
保
存
活

用
計
画
書
に
も
明
記
し
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　
②�　
遺
跡
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
あ
れ
ば
、
盛
土
厚
は
、
薄
い
工
法
で
よ
く
、
道
路
部
局

と
入
念
に
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
す
る
こ
と
。

　
　
③�　
道
路
の
下
の
部
分
は
、
県
有
地
と
し
て
史
跡
指
定
範
囲
に
含
め
、
国
指
定
後
に
現
状
変
更

申
請
手
続
き
を
経
て
、
道
路
工
事
を
進
捗
さ
せ
る
こ
と
。

　
　
　

�　
そ
の
た
め
、
国
指
定
前
の
段
階
で
、
現
状
変
更
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
工
法
計
画（
道
路

下
の
遺
跡
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
な
工
法
計
画
）を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
福

岡
県（
県
文
化
財
保
護
課
・
福
岡
県
土
整
備
事
務
所
）と
粕
屋
町
と
の
間
で
、
調
整
を
図
る
こ

と
。

　
　
④�　
未
調
査
の
道
路
部
分（
九
大
農
場
の
敷
地
外
）は
、
国
指
定
後
か
ら
工
事
着
手
前
の
期
間
に

お
い
て
、
保
存
目
的
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
場
合
の
確
認
調
査
は
、
国
庫
補

助
の
事
業
対
象
と
す
る
こ
と
。

西小学校プール
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○ ⇒賛成　● ⇒反対
― ⇒退席　欠 ⇒欠席

採
決
結
果

賛
成(

人)

末
若　
憲
治

井
上　
正
宏

案
浦　
兼
敏

鞭
馬　
直
澄

安
藤　
和
寿

中
野　
敏
郎

木
村　
優
子

太
田　
健
策

川
口　
　
晃

田
川　
正
治

福
永　
善
之

小
池　
弘
基

久
我　
純
治

本
田　
芳
枝

八
尋　
源
治

山
　
秀
隆

専決処分の承認を求めること
（粕屋町国民健康保険税の一部を改正）

承
認 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

平成30年度　粕屋町一般会計補正予算 可
決 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

粕屋町西小学校プール移設工事請負契約の締結 可
決 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本政府に「核兵器禁止条約」の調印・批准を求め
る意見書案
（提出議員：田川正治・川口　晃）

可
決 ９ ● ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

一目でわかる審議結果（賛否の分かれた議案・意見書案のみ）
「平成30年6月議会に提出された議案は14件で、意見書案１件です」

ようこそ粕屋町へ
視察受け入れの予定

粕屋町のいいところを学ぶために町外から
たくさんの議員が視察にお見えになります。
平成29年度は3件ありました。
30年度の視察受け入れと今後の予定を紹介し
ます。

年月日 視察目的 来庁者 人数

平成29年10月27日 「インテリジェント型総合窓口」について 静岡県熱海市議会 10

平成29年11月15日 介護予防・日常生活総合支援事業について 愛知県武豊町議会 7

平成29年12月21日 一般介護予防事業の取り組みについて 兵庫県姫路市議会 4

年月日 視察目的 来庁者 人数

平成30年10月23日 防災行政無線について 滋賀県竜王町議会 9

平成29年度視察受け入れ結果

平成30年度視察受け入れ予定

昨年度の視察風景

☆議案名については分かりやすい文言に置き換えています。
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町政を問う  一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町は会期の始めに行っています。議員は、町政
全般にわたって、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。
※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を基に掲載しております。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

田川　正治 議員　　P7
①池田前副町長辞任内容と任命責任
②町立保育所の建替えは基金活用を

本田　芳枝 議員　　P8
①ホームページの改善予算がないが
②9,005人の署名は粕屋町人口の2割

太田　健策 議員　　P9
①学校給食共同調理場建設は
②公共施設等総合管理計画の進捗は
③ふれあいバス利用者調査結果は

鞭馬　直澄 議員　　P10
①池田氏辞職に対して町長の責任は
②中央と仲原保育所の建て替えは

案浦　兼敏 議員　　P11
①町長公約をどのように実現するのか
②西地区の民間保育所新設への対応は

木村　優子 議員　　P12
①自殺対策で精神対話士の活用を
②�住宅セーフティネット法に基づく制
度は

※バラは粕屋町の町花です。

久我　純治 議員　　P13
①診断書の提出と元副町長の退職
②国鉄志免炭鉱ぼた山開発は

末若　憲治 議員　　P14
①町立中央・仲原保育所の建替えは

中野　敏郎 議員　　P15
①町長の住民説明会は
②志免町の「タテコーラ」をどう評価

川口　晃 議員　　　P16
①須恵川・須川の浚

しゅん

渫
せつ

は早急に
②池田副町長の交渉記録はあるか

福永　善之 議員　　P17
①学校での性的少数者への配慮は

井上　正宏 議員　　P18
①市制に向けての環境整備は

掲載は質問順としています。

平成30年6月4日、5日、6日実施
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田
川

　

池
田
前
副
町
長
は
８
か
月

余
り
で
給
料
約
1
千
万
円
。

　

社
会
的
な
常
識
が
な
い

理
由
で
辞
職
、
町
長
は
任

命
責
任
と
町
民
や
議
会
に

説
明
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

辞
表
理
由
の
説
明
を
。

町
長

　

私
は
当
時
入
院
中
で
池

田
氏
が
辞
め
る
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
内
容

は
知
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
終
了
後
に
本
人
が
答

え
る
の
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

田
川

　

町
長
は
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
中
止
の
遅
延
損
害
金

を
和
解
・
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

署
名
捺
印
し
た
合
意
書

の
提
出
を
求
め
ま
す
。

神
近・給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

最
終
合
意
書
は
Ｓ
Ｐ
Ｃ

と
３
月
７
日
に
交
わ
し
、

支
払
い
は
３
月
23
日
に
済

ん
で
い
ま
す
。

　

原
本
は
弁
護
士
事
務
所

が
持
ち
、
コ
ピ
ー
を
町
で

保
管
し
て
い
ま
す
。

田
川

　

町
長
は
遅
延
損
害
金
の
和

解
・
合
意
が
で
き
次
第
自
ら

を
律
し
処
罰
を
受
け
る
と
一

般
質
問
で
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
ど
の
よ
う
に
と
ら

れ
ま
す
か
。町

長

　

責
任
問
題
は
私
が
病
気

で
あ
り
若
干
完
治
し
て
か

ら
と
の
気
持
ち
で
す
が
、
急

ぐ
の
で
あ
れ
ば
今
す
ぐ
に

で
も
職
員
と
協
議
し
ま
す
。

田川　正治 議員

池田前副町長辞任内容と任命責任
因・町長／入院中であり辞職内容は知らない

町
長

　

ご
要
望
の
と
お
り
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
立
保
育
所
の
建
替
え
は
基
金
活
用
を

因
・
町
長
／
粛
々
と
順
序
良
く
委
員
会
立
ち
上
げ
て

田
川

　

昨
年
９
月
議
会
で
老

朽
化
し
た
町
立
保
育
所

の
建
替
え
・
改
修
の
請
願

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
な
ど

を
活
用
し
町
立
で
の
建

替
え
が
必
要
で
す
。

　

議
会
で
議
決
し
た
請

願
の
立
場
に
町
長
は
立

つ
べ
き
で
す
。

町
長

　

保
育
所
の
新
設
や
建

替
え
は
税
金
を
預
か
っ

て
い
る
の
で
粛
々
と
順

序
良
く
、
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

田
川

　

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
個
別
計
画
を

早
く
立
て
て
、
中
央
保

育
所
や
仲
原
保
育
所
の

建
替
え
を
優
先
し
て
行

う
べ
き
で
す
。

堺・総
務
課
長

　

31
年
度
末
に
向
け
て

個
別
計
画
を
立
て
る
よ

う
に
国
か
ら
指
針
が
出

て
い
ま
す
。

　

今
後
検
討
す
る
中
で

優
先
順
位
を
ど
う
す
る

の
か
保
育
所
や
幼
稚
園

を
ど
う
す
る
の
か
話
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

田
川

　

中
央
幼
稚
園
を
中
央

保
育
所
に
移
し
て
２
階

建
て
の
施
設
を
建
設
す

れ
ば
、
中
央
小
学
校
の

教
室
と
し
て
有
効
利
用

で
き
る
の
で
検
討
す
べ

き
で
す
。
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本田　芳枝 議員

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

善
費
が
平
成
30
年
度
の

当
初
予
算
に
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

粕
屋
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
機
能
が
低
下

し
ア
ク
セ
ス
数
も
低
迷

し
て
い
ま
す
。

　

担
当
課
は
説
明
し
た

と
思
う
の
で
す
が
。

　

改
善
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
残
念
に
思
い
ま

す
。

　

所
管
か
ら
答
え
さ
せ

ま
す
。

本
田

町
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
予
算
が
な
い
が

因
・
町
長
／
改
善
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
残
念
で
す

　

所
管
課
か
ら
は
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
優
先

順
位
に
上
が
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
の
よ
う

で
す
。

　

最
終
決
定
は
町
長
で
、

町
長
が
そ
の
必
要
性
を

十
分
に
把
握
し
て
い
る

か
、
い
な
い
か
が
問
題

で
す
。

　

若
い
方
だ
け
で
な
く

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
高

齢
者
の
方
で
も
使
っ
て

あ
り
、
町
の
施
策
を
発

信
す
る
場
合
は
そ
れ

に
対
応
で
き
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
。
緊
急
で
す
。

本
田

60

50

40
2014年 15・ ・ ・ ・16 17

パソコン

スマホ%

インターネットの端末別利用状況

本
田

　

昨
年
9
月
議
会
に

９
，０
０
５
人
の
署
名
を
添

え
た
「
町
立
存
続
」
の
請

願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
か
月
半
の
間
に
こ
れ

だ
け
の
署
名
が
集
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
は
政
治
家
と

し
て
町
長
は
重
く
考
え
な

い
と
い
け
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
辺
が
あ

い
ま
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長

　

承
知
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
町
に
は
あ
と
8

割
の
町
民
の
方
が
お
ら
れ

ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
な
か
で
税

金
を
ど
う
使
う
か
と
い
う

こ
と
が
検
討
さ
れ
る
べ
き

課
題
で
す
。本

田

　

民
営
化
を
ま
だ
考
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

９
，０
０
５
人
の
署
名
で

は
足
り
な
い
、
残
り
８
割

の
方
に
納
得
し
て
い
た
だ
く

よ
う
な
内
容
を
、
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
が
議
会
は
、
3
月

議
会
で
「
町
立
保
育
所
建
替

え
特
別
委
員
会
」
を
11
対

4
で
可
決
、設
置
し
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
は
町
立
の

ま
ま
存
続
と
い
う
方
向
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

町
長

　

承
知
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
委
員
会
の
中
で
そ

の
是
非
を
協
議
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

委
員
会
の
中
で
議
論
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。

本
田

　

と
い
う
こ
と
は
、（
町

立
の
ま
ま
で
町
立
の
保
育

所
の
建
て
替
え
を
）
こ
の

特
別
委
員
会
で
議
論
し
、

行
政
の
皆
さ
ん
に
提
案
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
ね
。

9,005人の署名は粕屋町人口の2割
因・町長／町にはあと8割の方がおられます

ネット接続スマホが主流 ◀

（総務省発表5月26日）　
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太田　健策 議員

学校給食共同調理場建設は
因・町長/住民と裁判中で説明は控えます

太
田

　
（
株
）学
校
給
食
サ
ー

ビ
ス
よ
り
、
廃
棄
物
が

当
初
５
２
９
万
円
と
報

告
さ
れ
た
が
こ
の
金
額

と
総
量
は
ど
う
や
っ
て

積
算
さ
れ
た
の
か
。

町
長

　

過
去
に
何
回
も
説
明

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
住
民
と
訴
訟
中

で
控
え
ま
す
。

太
田

　

こ
の
件
は
、
初
め
て

質
問
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
質
問
は
、
何
ら

裁
判
に
影
響
は
な
い
。

　

町
民
に
答
え
る
べ
き

で
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
進
捗
は

堺
・
総
務
課
長
／
平
成
29
年
度
よ
り
検
討
準
備
を
進
め
る

ふ
れ
あ
い
バ
ス
利
用
者
調
査
結
果
は

田
代
・
都
市
計
画
課
長
／
将
来
高
齢
に
な
っ
た
時
必
要

太
田

　

平
成
28
年
11
月
に
作

成
さ
れ
た
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
進
捗
は
。

総
務
課
長

　

本
年
度
当
初
に
お
い

て
必
要
な
経
費
、
こ
ち

ら
に
予
算
計
上
を
行
い
、

平
成
29
年
度
よ
り
検
討

準
備
な
ど
を
進
め
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

太
田

　

専
門
の
技
術
職
を
募

太
田

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
る
か
。

都
市
計
画
課
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
将
来
高
齢
に
な
っ

た
と
き
な
ど
は
必
要
な

移
動
手
段
だ
と
回
答
。

　

今
後
、
町
の
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
ま
た
効

率
的
な
運
用
を
考
え
、

利
便
性
の
向
上
と
交
通

弱
者
の
移
動
手
段
の
維

持
と
確
保
を
考
え
て
い

ま
す
。

集
し
て
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
。

因・町
長

　

今
現
在
は
人
的
な
も

の
よ
り
財
源
が
足
り
ま

せ
ん
。

給食センター
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鞭馬　直澄 議員

鞭
馬

　

現
在
か
ら
将
来
に
か
け

て
の
町
立
保
育
所
の
役
目

を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

　

現
状
は
民
間
の
方
が

サ
ー
ビ
ス
も
い
い
し
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

鞭
馬

　

私
が
質
問
し
た
の
は
町

立
保
育
所
の
現
在
か
ら
将

来
に
か
け
て
の
役
目
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
で
す
。

町
長

　

民
間
も
努
力
し
て
い
る
の

で
そ
ち
ら
を
選
択
し
ま
す
。

鞭
馬

　

私
は
民
間
保
育
所
の
社

会
貢
献
度
は
も
の
す
ご
く

高
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
行
っ
て
い
る
直
営

保
育
所
を
手
放
す
と
保
育

現
場
の
実
情
を
掴
め
な
く

な
り
、
素
早
く
的
確
な
対

中央と仲原保育所の建て替えは
因・町長／民間を選択します

応
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

を
懸
念
し
ま
す
。

　

行
政
は
保
育
環
境
の
変

化
に
対
し
て
、
先
手
先
手

の
対
応
を
し
て
い
く
責
任

が
あ
り
ま
す
。

　

町
長
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

町
長

　

町
営
を
残
す
こ
と
だ
け

で
は
な
い
。

　

民
間
が
運
営
し
て
行
政

が
補
う
方
法
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。鞭

馬

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
保
育
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
粕
屋
町

の
保
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て

重
要
な
役
目
を
持
っ
て
い

る
町
立
保
育
所
二
園
を
存

続
し
て
建
て
替
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と

は
粕
屋
町
の
特
徴
で
あ
り

強
味
で
す
。

守ろう粕屋町の豊かな自然

こども館

通
用
し
ま
せ
ん
。

　

町
長
の
説
明
責
任
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。町

長

　

な
ん
ら
聞
い
て
い
な
い

の
で
本
人
に
聞
い
て
く
だ

さ
い
。

鞭
馬

　

そ
の
対
応
で
は
町
民
の

皆
さ
ん
は
納
得
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

町
長
に
対
す
る
不
信
感

を
相
当
に
抱
い
て
い
ま
す
。

　

町
長
は
町
民
の
皆
さ
ん

に
責
任
あ
る
説
明
を
し
な

い
の
で
す
か
。

町
長

　

本
人
が
議
会
に
説
明
す

る
の
で
議
会
が
住
民
に
伝

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

鞭
馬

　

町
長
が
責
任
を
持
っ
て

町
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
を

す
る
べ
き
こ
と
で
す
。

鞭
馬

　

三
月
定
例
会
は
町
長
欠

席
で
し
た
。

　

町
長
不
在
の
一
般
質
問

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

体
調
不
十
分
に
よ
る
議

会
欠
席
と
な
ら
な
い
よ
う

に
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

池
田
前
副
町
長
の
辞
職

理
由
は
何
で
す
か
。

町
長

　

入
院
し
て
い
た
の
で
私

は
存
じ
て
い
ま
せ
ん
。

本
人
が
説
明
に
来
ま
す
。

鞭
馬

　

本
人
に
聞
い
て
く
れ
は

池
田
氏
辞
職
に
対
し
て

町
長
の
責
任
は

因
・
町
長
／
辞
職
理
由
は
本
人

に
聞
い
て
く
だ
さ
い
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案
浦

　

現
在
、
週
２
回
半
日
通

院
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
リ

ハ
ビ
リ
は
、
い
つ
ま
で
続

く
予
定
で
す
か
。

町
長

　

い
つ
ま
で
続
く
か
、
何

と
も
言
え
ま
せ
ん
。

案
浦

　

町
長
の
職
務
を
全
う
で

き
る
の
は
、
い
つ
頃
に
な

り
ま
す
か
。町

長

　

分
か
り
ま
せ
ん
が
で
き

る
限
り
早
く
し
た
い
。

　

池
田
元
副
町

長
の
辞
職
理
由

は
何
だ
っ
た
の

で
す
か
。

　

以
前
、脳
梗

塞
、心
筋
梗
塞

案
浦

　

民
間
保
育
所
の
設
置
認

可
に
つ
い
て
、
町
の
役
割

は
何
で
す
か
。

杉
野・こ
ど
も
未
来
課
長

　

認
可
申
請
書
が
町
に
提

出
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
は

意
見
書
を
付
し
て
県
に
送

付
し
、
県
で
審
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

案
浦

　

民
間
保
育
所
の
新
設
に

は
、
必
ず
公
募
の
手
続
き

が
必
要
な
の
で
す
か
。

案浦　兼敏議員

町長公約をどのように実現するのか
因・町長／体をよく治しながら、取り組みたい

を
お
こ
し
た
が
、
完
治
し

た
と
い
う
こ
と
で
、
副
町

長
に
任
命
し
ま
し
た
。

　

議
会
最
終
日
に
本
人
が

説
明
す
る
の
で
、
そ
こ
で

聞
い
て
ほ
し
い
。

案
浦

　

文
書
で
事
務
引
継
ぎ
が

な
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

　

私
が
元
気
に
な
っ
て
か

ら
、
引
継
ぎ
を
行
う
予
定

で
す
。

案
浦

　

町
長
の
任
命
責
任
を
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

町
長

　

も
う
少
し
よ
く
な
っ

て
、
そ
れ
で
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

案
浦

　

副
町
長
２
人
制
に
つ
い

て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
長

　

今
、
健
康
状
態
が
悪
い
の

で
、も
う
少
し
時
間
を
頂
き
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

案
浦

　

部
長
制
は
、
廃
止
す
る

考
え
な
の
で
す
か
。

町
長

　

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

案
浦

　

平
成
30
年
度
の
最
重
点

施
策
は
、
何
で
す
か
。

町
長

　

水
鳥
橋
の
復
旧
と
障
が

い
児
対
策
を
考
え
て
お
り

ま
し
た
。

こ
ど
も
未
来
課
長

　

特
に
公
募
の
実
施
は
、

要
件
と
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

案
浦

　

町
立
保
育
所
の
建
替

え
民
営
化
計
画
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

町
長

　

粛
々
と
段
取
り
を

と
っ
て
、
詰
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
地
区
の
民
間
保
育
所

新
設
へ
の
対
応
は

因
・
町
長
／
保
護
者
が
働
け
る
よ
う

進
め
た
い

復旧を待つ水鳥橋

町
長

案
浦
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健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
て
大
き
く
３
つ
の

質
問
及
び
提
案
を
行
い

ま
す
。

　

①
自
殺
対
策
で
、
精

神
対
話
士
の
活
用
。

　

精
神
対
話
士
は
専
門

的
な
知
識
と
温
か
な
対

話
で
人
を
癒
や
す
心
の

ケ
ア
の
専
門
職
で
す
。

　

精
神
対
話
士
と
の
対

話
カ
フ
ェ
を
行
っ
て
み

て
は
。

　

既
に
活
用
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
よ
う
で

す
。

　

今
後
自
殺
対
策
を
検

木
村

介
護
福
祉
課
長

　

新
た
な
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
に
基
づ

く
制
度
に
つ
い
て
、
町

の
現
状
は
。

　

こ
の
制
度
は
国
が
指

導
し
て
、
都
道
府
県
が

事
業
主
体
者
と
な
っ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
町
村
の
役
割
と
し

て
は
、
事
業
者
の
住
宅

確
保
要
支
援
者
に
対
す

る
啓
発
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

木
村

介
護
福
祉
課
長

討
し
て
い
く
必
要
は
あ

り
、
社
会
的
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

②
推
定
一
日
食
塩
摂

取
量
の
検
査
導
入
。　

　

こ
の
検
査
は
尿
か
ら

塩
分
摂
取
量
の
数
値
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

広
島
県
呉
市
は
、
特

定
健
診
に
市
独
自
で
追

加
し
、
大
き
な
効
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
を
、
健
診

や
地
域
を
回
る
際
に
導

入
し
て
は
。 木

村
自
殺
対
策
で
精
神
対
話
士
の
活
用
を

古
賀・健
康
づ
く
り
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
特
定

健
診
に
盛
り
込
む
こ
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

木
村

　

③
今
回
３
回
目
の
質

問
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
健
診
。

　

近
隣
町
、
福
岡
市
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
検

査
が
導
入
さ
れ
て
い
く

中
で
、
な
ぜ
粕
屋
町
で

は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も

で
き
な
い
の
か
。

　

町
民
に
啓
発
す
る
も

の
と
捉
え
て
一
度
行
っ

て
み
て
は
。

木村　優子 議員

住宅セーフティネット法に基づく制度は
山本・介護福祉課長／啓発に努めます

山
本
・
介
護
福
祉
課
長
／
検
討
の
中
で
取
り
上
げ
て

い
き
ま
す

住宅確保要配慮者向け賃貸住宅の登録制度

健
康
づ
く
り
課
長

　

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
が
ん

と
の
関
連
性
が
高
い
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
情
報
を
発
信
し

て
い
く
と
か
、
何
か
の

方
法
で
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
は
、
引
き
続

き
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

家賃・家賃債務保証料
の低廉化
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国
鉄
志
免
炭
鉱
ぼ
た
山
開
発
は

因
・
町
長
／
３
町
長
で
有
効
利
用
は
同
意

し
て
い
ま
す

久
我

　

3
月
5
日
付
け
の
診

断
書
が
な
ぜ
、
3
月
22
日

ま
で
、
提
出
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

　

大
げ
さ
で
も
町
民

4
万
７
０
０
０
人
の
生

活
が
か
か
っ
て
い
る
。

町
長

　

1
回
目
は
聞
く
所
に
よ

る
と
、
私
は
、
記
憶
が
な

か
っ
た
か
ら
、
知
り
ま
せ

ん
が
1
月
6
日
に
出
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

２
回
目
は
、
議
会
の
方

か
ら
指
摘
さ
れ
、
職
務
代

理
者
を
出
す
た
め
、
３
月

５
日
に
出
し
ま
し
た
。

久
我

　

国
鉄
志
免
炭
鉱
ぼ
た

山
開
発
に
つ
い
て
1
月

20
日
の
志
免
町
の
シ
ー

メ
イ
ト
で
、
未
来
環
境
都

市
協
議
会
設
立
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
発
起
人
と
し
て
、

因
町
長
も
メ
ン
バ
ー
の

1
人
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
考
え
で
発
起
人
に
な

ら
れ
た
の
で
す
か
。

　

３
町
と
も
に
何
も
説

明
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

久我　純治 議員

診断書の提出と元副町長の退職
因・町長／入院のため分かりません

久
我

　
　

昨
年
６
月
議
会
で
、

賛
成
８
、
反
対
7
で
7
月

１
日
付
け
で
、
副
町
長

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
１
月
21
日
付
け
を

も
っ
て
退
職
さ
れ
た
。

　

診
断
書
も
提
出
す
べ

き
で
、
本
当
の
理
由
は
。

町
長

　

健
康
上
で
命
が
危
い

と
、
奥
さ
ん
ま
で
来
て
、

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

何
か
、
ど
こ
か
迷
惑
を

か
け
た
か
な
ど
、
連
絡
が

な
か
っ
た
の
は
、
気
を
き

か
せ
た
の
で
は
。

　

ま
た
、
仕
事
は
、
し
っ

か
り
と
や
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

両
方
の
意
見
聞
い
て
か

ら
判
断
し
て
下
さ
い
。

久
我

　

副
町
長
、
部
長
制
の

今
後
は
。

町
長

　

副
町
長
、
部
長
制
の

件
は
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

町
長

　

発
起
人
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

３
町
長
で
土
地
の
有

効
利
用
を
し
て
も
ら
う

こ
と
は
、
同
意
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
件
で
8
月
27
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｅ

か
ら
ボ
タ
山
開
発
推
進
協

議
会
に
来
て
説
明
さ
れ
ま

す
。

粕屋町役場

粕屋町から見たボタ山
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末
若

　

私
立
の
認
可
保
育
所
の

考
え
方
・
立
ち
位
置
は
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

基
本
的
に
保
育
は
、

市
町
村
が
行
う
べ
き
も

の
で
す
。

　

そ
れ
を
私
立
の
場
合

に
関
し
て
は
委
託
す
る

と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
あ
く
ま

で
保
育
そ
の
も
の
の
業

務
と
い
い
ま
す
か
、
保

育
の
責
任
は
市
町
村
に

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
町
立
で
行
う
か
民
間

に
委
託
す
る
の
か
の
違

い
だ
け
で
す
。

末若　憲治 議員
末
若

　

な
ぜ
、
民
営
化
を
選

ぼ
う
と
す
る
の
か
。
そ

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

町
の
お
金
自
体
、
潤
沢

に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
場
合
、
可
能
な

限
り
国
な
ど
の
補
助
金

や
交
付
税
を
使
っ
て
、

町
か
ら
の
持
ち
出
し
を

極
力
抑
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

保
育
所
の
建
替
え
に

関
し
ま
し
て
は
、
国
の

政
策
で
公
営
で
の
建
替

え
は
国
の
支
援
が
非
常

建替え予定の保育所（上：仲原保育所　下：中央保育所）

に
少
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

　

よ
っ
て
町
の
持
ち
出

し
分
が
少
な
い
民
営
化

を
選
択
す
る
。

　

こ
れ
が
町
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
だ
と
考
え
ま
す
。

末
若

　

民
営
化
に
よ
る
園
児
、

保
護
者
に
対
す
る
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

　

支
援
を
要
す
る
児
童

の
受
入
れ
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

支
援
を
要
す
る
児
童

の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
町
立
だ
か
ら
、

私
立
だ
か
ら
と
い
う
の

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
職
員
の
給
与

は
私
立
の
方
が
低
い
と
い

う
現
状
が
あ
る
よ
う
で
、

私
立
の
保
育
所
で
は
支
援

を
要
す
る
児
童
に
対
す
る

加
配
の
職
員
の
採
用
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

末
若

　

民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
、
町
の
持
ち

出
し
分
を
少
な
く
し
、

残
っ
た
財
源
を
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
か
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

今
年
か
ら
加
配
の
職

員
の
給
与
分
が
一
人
分

全
額
補
助
に
変
わ
り
ま

し
た
が
、
私
と
し
て
は
、

認
可
保
育
所
の
職
員
の

処
遇
改
善
に
努
め
た
い

で
す
。

　

保
育
所
関
係
に
も
っ

と
活
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
立
中
央
・
仲
原
保
育
所
の
建
替
え
は

杉
野
・
子
ど
も
未
来
課
長
／
可
能
な
限
り
早
く
行
う
必
要
が
あ
る
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志
免
町
の「
タ
テ
コ
ー
ラ
」を
ど
う
評
価

因
・
町
長
／
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

中
野

　

昨
年
秋
に
課
長
が

行
っ
た
予
算
要
望
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
て
の
住
民
説
明
会
を

町
長
は
す
べ
き
で
は
。

町
長

　

元
気
に
な
り
次
第
で
、

考
え
は
あ
り
ま
す
。

中
野

　
「
わ
か
り
や
す
い
予
算

書
」
の
裏
表
紙
を
利
用

し
て
の
住
民
案
内
が
で

き
ま
す
ね
。

　

池
田
元
副
町
長
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
。

中野　敏郎 議員

町長の住民説明会は
因・町長／元気になり次第ですね

町
長

　

そ
れ
は
あ
り
ま
し
た
。

中
野

　

今
年
は
施
政
方
針
の

発
信
も
弱
い
で
す
ね
。

　

来
年
度
も
あ
り
ま
す

し
、
町
長
が
発
信
す
る

こ
と
が
、
秋
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
課

長
の
発
言
に
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
よ
ね
。

中
野

　

志
免
町
で
は
、
町
の

魅
力
推
進
課
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
魅
力
を
推
進
す

る
そ
の
よ
う
な
課
で
あ

れ
ば
、
毎
日
そ
こ
の
課

に
出
勤
し
て
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
わ
け
で
す
よ
ね
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
を

持
っ
た
職
員
が
異
動
し

て
上
下
水
道
課
へ
。

　

こ
の
よ
う
な
タ
テ

コ
ー
ラ
の
企
画
を
町
長

は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

中
野

　

志
免
町
で
は
複
数
の

議
員
が
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
て
あ
り
ま
し
た
。

流
れ
を
説
明
く
だ
さ
い
。

松
本・上
下
水
道
課
長

　

タ
テ
コ
ー
ラ
は
、
志

免
町
の
水
道
事
業
50
周

年
に
あ
た
り
、
上
下
水

道
課
が
、
志
免
町
の
水

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
い
う

こ
と
か
ら
企
画
し
た
も

の
で
す
。

　

志
免
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
竪
坑
櫓

に
か
け
て
、
タ
テ
コ
ー

ラ
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、

地
元
愛
に
溢
れ
る
名
前

で
大
変
好
評
だ
っ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

町
長

　

是
非
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

一
人
で
考
え
る
よ
り

も
、
全
職
員
で
考
え
た
方

が
い
い
発
案
が
出
る
と
思

い
ま
す
。

中
野

　

私
は
前
に
も
言
い
ま

し
た
。

　

ぼ
た
山
に
カ
シ
ス
を

植
え
、
酒
殿
の
水
と
合

せ
て
カ
シ
ス
水
を
と
い

う
ア
イ
デ
ア
。

　

い
い
で
す
ね
。

○�

Ｉ
Ｔ
化
の
流
れ
の
中
で

の
、
町
長
の
準
備
力
・

推
進
力
に
つ
い
て

その他の質問

志免町で企画販売された
「タテコーラ」
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川
口

　

須
恵
川
流
域
の
田
畑
に

は
人
家
や
工
場
や
大
型
店

舗
が
建
ち
、
遊
水
地
が
狭

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

須
恵
川
の
土
砂
の
堆た

い

積せ
き

は
扇
橋
の
上
流
か
ら

福
岡
市
松
田
の
新
幹
線

付
近
ま
で
大
量
に
滞
溜

し
て
い
ま
す
。

　

見
た
目
に
非
常
に
危
険

な
状
態
で
、
緊
急
に
浚
渫

が
必
要
で
す
。

町
長

　

事
あ
る
毎
に
浚
渫
す
る

よ
う
に
と
要
望
し
て
い
ま

す
。

　
（
県
は
）
今
回
の
九
州
北

川
口

　

一
昨
日
か
ら
池
田
副
町

長
の
在
任
中
の
仕
事
の
中

身
に
つ
い
て
の
質
疑
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

　

彼
の
交
渉
記
録
は
残
っ

て
い
て
、
誰
か
記
述
し
て

保
管
し
て
い
る
の
か
。

町
長

　

そ
れ
を
ま
だ
見
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
後
日
検

討
し
ま
す
。川

口

　

そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
極
め

て
…
。

　

彼
が
公
文
書
と
し
て
残

す
べ
き
物
は
、
全
て
役
場

の
方
で
把
握
し
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

町
長

　

内
容
に
つ
い
て
は
口

頭
で
、
あ
る
程
度
の
こ

と
に
つ
い
て
は
聞
い
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
書
類
に
残
っ

て
い
る
か
と
言
わ
れ
れ

ば
確
認
し
な
い
と
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

元
気
に
な
っ
て
か
ら
、

そ
れ
を
確
認
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

川口　晃 議員

池田副町長の交渉記録はあるか
因・町長／元気になって確認する

部
豪
雨
に
予
算
を
と
ら
れ
、

な
か
な
か
浚
渫
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

須
恵
川
は
土
が
流
れ
込
ん
で

非
常
に
多
く
堆
積
し
て
い
ま
す
。

　

浚
渫
し
て
頂
き
た
い
と
強

く
要
望
し
て
い
ま
す
。

川
口

　

須
川
の
近
所
の
人
の
話

で
は
奇
形
の
魚
が
泳
い
で

い
る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
は
真
っ
白
な
水
が

流
れ
て
い
る
と
い
う
電
話

も
あ
り
ま
し
た
。

　

土
砂
の
堆
積
も
一
年
毎

に
増
し
て
い
ま
す
。

　

一
度
、
全
面
的
に
浚
渫

し
て
、
汚
染
さ
れ
た
土
砂

の
撤
去
が
必
要
で
す
。

八
尋・地
域
振
興
課
長

　

4
月
に
乙
仲
原
西
農
区
か

ら
浚
渫
の
要
望
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

緊
急
性
は
そ
れ
程
、
高
く

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
工
区
分
な
ど
調
査

を
行
い
、
計
画
的
に
浚
渫
工

事
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

公文書等の管理に関する法律第1条目的

須川に堆積している
土砂と（こも）類

○�

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

○�

子
ど
も
・
青
少
年
の
社

会
教
育
及
び
支
援
問
題

その他の質問

この法律は、国及び独立行政法人等の諸活動や歴史的事実の記録

である公文書等が、健全な民主主義の根幹を支える国民共有の知

的資源として、主権者である国民が主体的に利用し得るものであ

ることにかんがみ、国民主権の理念にのっとり、公文書等の管理

に関する基本的事項を定めること等により、行政文書等の適正な

管理、歴史公文書等の適切な保存及び利用等を図り、もって行政

が適正かつ効率的に運営されるようにするとともに、国及び独立

行政法人等の有するその諸活動を現在及び将来の国民に説明す

る責務が全うされるようにすることを目的とする。

須
恵
川
・
須
川
の

浚し
ゅ
ん

渫せ

つ

は
早
急
に

因
・
町
長
／
事
あ
る
毎
に
浚
渫

の
要
望
は
し
て
い
る
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福永　善之 議員
福
永

　

学
校
で
の
性
的
少
数

者
へ
の
配
慮
は
。

教
育
長

　

広
く
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
称

さ
れ
、
学
校
現
場
に
お

い
て
は
、
子
ど
も
の
人

権
を
守
る
立
場
か
ら
、

多
様
な
性
に
対
応
す
る

よ
う
に
、
教
職
員
に
対

し
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。

福
永

　
「
Ｌ
」
は
女
性
の
同
性

愛
者
で
レ
ズ
ビ
ア
ン
。

　
「
Ｇ
」
は
男
性
の
同
性

愛
者
で
ゲ
イ
。

　
「
Ｂ
」
は
両
性
愛
者
で

バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
。

　
「
Ｔ
」
は
心
と
体
の
性

が
一
致
し
な
い
者
で
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
。

　

福
岡
県
糸
島
市
教
委

で
は
、
来
年
度
か
ら
全

小
中
学
校
で
性
の
多
様

性
を
学
ば
せ
る
学
習
を

導
入
す
る
よ
う
で
す
。

教
育
長

　

性
教
育
の
学
習
は
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
文
言
を
使
っ

た
学
習
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
永

　

文
科
省
の
性
同
一
性

障
害
に
関
す
る
調
査
で

は
、
ト
イ
レ
へ
の
配
慮

の
相
談
が
多
数
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
児
童
・

生
徒
に
対
す
る
、
当
町

の
小
中
学
校
で
の
配
慮

は
。

学校での性的少数者への配慮は
西村・教育長／人権の視点から対応していく

教
育
長

　

今
の
所
、
当
町
で
は
、

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
永

　

声
が
上
が
っ
て
な
い

の
で
対
応
し
て
い
な
い

と
受
け
取
り
ま
す
が
、

当
事
者
が
相
談
す
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
は
。

　

声
が
な
く
と
も
準
備

す
る
こ
と
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
で
は
。

教
育
長

　

保
健
室
や
教
職
員
の

ト
イ
レ
を
案
内
し
た
り

す
る
配
慮
を
考
え
て
い

ま
す
。

福
永

　

福
岡
市
教
委
は
、
今

年
度
に
性
的
少
数
者
に

配
慮
し
た
中
学
校
の
制

服
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
よ
う
で
す
。

　

同
市
の
警
固
中
学
校

で
は
、
来
年
４
月
か
ら

制
服
を
全
面
的
に
見
直

し
す
る
そ
う
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
生
徒

が
自
由
に
ズ
ボ
ン
や
ス

カ
ー
ト
を
選
択
で
き
る
。

教
育
長

　

現
在
は
、
当
町
の
学

校
関
係
者
の
間
で
は
、

見
直
す
動
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。

福
永

　

私
た
ち
が
小
中
学
校

の
時
と
比
べ
、
現
在
の

気
温
は
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
時
は
、
28

度
位
が
真
夏
の
気
温
で

し
た
が
、
現
在
は
30
度

を
超
え
る
の
が
普
通
で

す
。

　

一
方
で
、
一
部
の
声

と
し
て
は
、
セ
ー
ラ
ー

服
の
上
着
が
暑
く
て
も

脱
げ
な
い
、
詰
襟
が
息

苦
し
い
、
と
い
う
意
見

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

現
状
を
把
握
し
な
が

ら
、
柔
軟
さ
も
必
要
で
は
。

教
育
長

　

中
学
校
で
は
、
衣
替

え
の
時
期
を
早
め
た
り
、

柔
軟
な
対
応
は
さ
れ
て

い
ま
す
。

LGBTの象徴である虹の旗
レインボーフラッグ
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井上　正宏 議員

さ
ん
と
顔
見
知
り
に
な
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
に
合
併
な
ど
の
連
絡
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

　

去
年
の
11
月
ぐ
ら
い

だ
っ
た
で
す
か
ね
、
近

隣
の
町
長
選
挙
が
、
あ

る
と
い
う
こ
と
で
選
挙

の
政
争
に
な
る
の
で
若

干
控
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
と
こ
ろ
が
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
、
そ

う
い
っ
た
動
き
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

４
月
ぐ
ら
い
か
ら
動

こ
う
と
い
う
気
で
お
り

ま
し
た
。

井
上

　

他
の
町
と
の
合
併
で
市

制
に
向
け
て
の
準
備
、
及

び
職
員
の
意
識
改
革
は
ど

う
進
ん
で
い
ま
す
か
。

町
長

　

池
田
氏
（
前
副
町
長
）

に
、
就
任
当
時
近
隣
の
町

長
に
会
う
よ
う
に
指
示
を

出
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

合
併
と
か
で
す
ね
。

　

相
手
が
あ
っ
て
、
で

き
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
。井

上

　

そ
の
後
、
他
の
町
長

市
制
に
向
け
て
の
環
境
整
備
は

因
・
町
長
／
４
月
か
ら
動
こ
う
か
な
と
い
う
気
で

井
上

　

市
制
に
向
け
て
、
町

の
職
員
か
ら
市
の
職
員
へ

の
、
意
識
改
革
は
進
ん
で

ま
す
か
。町

長

　

私
が
、
病
気
に
な
り
ま

し
た
か
ら
、
元
気
に
な
り

次
第
も
う
一
回
再
開
し
た

い
と
思
っ
て
ま
す
。

井
上

　

他
の
町
と
の
合
併
で

市
制
を
目
指
す
取
り
組

み
が
全
く
見
え
て
来
な

い
と
、
町
民
か
ら
指
摘
を

受
け
て
ま
す
が
。

町
長

　

約
束
ど
お
り
、
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
公
約
を
果
た
し
て
い
き

ま
す
。

井
上

　

こ
の
ま
ま
だ
ら
だ
ら
と

計
画
も
な
く
、
人
口
だ
け

が
増
え
て
い
く
状
況
は
ど

う
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

町
長

　

合
併
し
た
ら
い
い
の
か

悪
い
の
か
、
し
っ
か
り
議

論
し
て
も
ら
う
こ
と
が
一

番
大
事
で
す
。

井
上

　

私
の
提
案
で
す
が
役
場

の
総
務
の
中
に
市
制
に
向

け
て
の
環
境
整
備
担
当
を

配
置
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
今
後
、
市

制
推
進
室
の
設
置
は
。

町
長

　

早
速
、
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

将来の子どもたちのために

井
上

　

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
は
強
い
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

町
長
の
政
治
手
腕
で

市
制
に
向
け
た
準
備
が

で
き
る
専
門
職
員
を
、
県

と
か
国
と
か
か
ら
招
い
て

い
た
だ
き
た
い
。
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スマートフォンで読み込み下さい

QRコード インターネット検索

or クリック

粕屋町議会 議会報告会 検索

議会報告会を開催しました
日　時　5月12日（土）18：00〜20：35
場　所　サンレイクかすや多目的ホール

1部　平成30年度予算の報告

2部　町民と議員との意見交換会

昨年11月に行われた意見交換会の中間報告は、平成30年8月中旬頃に
ホームページへ掲載の予定です。

内容は
こちらから
アクセスを

班名 まちづくりへ提言 個別テーマ名
A 就学前の保育

（障がい児保育、幼稚園の３年保育）

B 小・中学校の子育て
（特別支援学級、学童保育）

C 高齢化社会に向けた生き方
（健診、在宅医療と終末期医療）

D 市制に向けた環境整備
（市制に向けた必要要件、公共施設の管理運用）

E 町内巡回バス

F 都市計画マスタープラン
（西部地区の交通対策、通学路や生活道路の整備）

G 都市計画マスタープラン
（まちづくり、九大農場跡地利用）

H 駕与丁公園の在り方

テーマごとの発表の様子

予算の報告に対する町民の方の質問 開会の様子

次回は平成30年
11月に開催予定
です。多くの
ご来場をお待ち
しております。
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TEL092-938-0161　FAX092-938-3150

次回９月議会は…
8月31日（金）　９：30開始予定
9月  3日（月）　９：30 〜
　　　　　　　一般質問予定

編 集 委 員 長：木村　優子　　編集副委員長：安藤　和寿

委　　　　員：中野　敏郎　　委　　　　員：案浦　兼敏

委　　　　員：井上　正宏　　委　　　　員：末若　憲治

発 行 責 任 者：議長　山𦚰　秀隆

粕屋町議会では、町民の皆さまが議会に親しみをもって、身近に感じてもらえるような明るいイメー
ジキャラクターを募集していました。多数のご応募ありがとうございました。
議員全員の投票の結果、最優秀作品1点、優秀作品1点を選定しました。
これらの作品は、議会だよりのほか、議会の印刷物や啓発グッズなどに使用させていただきます。

●コンセプト
私は、粕屋中学校で生徒会に入って粕屋中学校をよりよい中学校
にするために日々努力しています。粕屋町議会では、議員の皆さ
んが、粕屋町をよりよい町にするために日々お仕事されています。
私は、粕屋中学校だけでなく、町民が快適にくらしていける環境
をつくってくださっている町議会が、もっとたくさんの人達と協
力し合って、粕屋町をよくしていけるようにとこのキャラクター
を考えました。

●設定
かすカモは、粕屋町役場の近くにある、駕与丁公園
の駕与丁池に住んでいるカモで、もっと町民に議会
でたくさん意見を言ってもらうためにメガホンを
もって「意見を言おうよ！」と町民に呼びかけ飛びま
わっている。
かすカモの夢は、町民が積極的に粕屋町を良くする
ために話し合い、粕屋町を日本一の町にすること。

粕屋町議会イメージキャラクター
が決まりました。

交流
〜議会からのお知らせ〜

かすカモ

　かすカモの頭は粕
屋町のマークを横に
回転させた形ででき
ている。

かすや町のマーク

もよう

目

もよう

クチバシ

かすカモは
メガホンをもって
粕屋町民に

「意見を言おうよ！」と
言って
飛びまわる

この「か」は
「かすや」の「か」でもあり、
「駕与丁」の「か」でもある
（「かも」の「か」でもある）

　　　： �前号（3月号）P12の審議結果賛否表中、平成29年度一般会計補正予算について、太田議員
が「反対」、本田議員が「賛成」の誤りでした。（逆に記載）　訂正してお詫び申し上げます。

お詫び
と訂正
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